
エチレンガスによる発芽、成長への影響

仮説
果物から出るエチレンガスによって植物の成長が

早くなる。

結論
水やりなどでの袋の開封によりエチレンガスが要因で
植物の成長速度が変わることは証明できなかった
が、りんごの個数が多いほど発芽の速度が速く、茎
の成長速度は遅くなった。
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　３ 実験結果
＜実験Ⅰ＞りんごから放出されるエチレンガスと成長速度

　

　　　　　　　　　　図８　プランターごとの成長速度

　この実験から、発芽したのはすべてのプランターで同じ日で、発芽

後の成長では、りんごが２つ入っているプランターの成長が一番早

いことが分かった。

＜実験Ⅱ＞りんごから放出されるエチレンガスと発芽の関

係

　この実験は、プランターを４日目まで直接日光が長時間当たるよ

うな場所においていたため、りんごが腐り、袋なしのプランターしか

発芽しなかった。

４ 考察
　りんごからエチレンガスが放出されていて、そのエチレンガスが葉

大根の発芽と成長を促進したと考えられる。

　りんご２個のプランターは９日目までは順調に伸び続けていたが、

１０日目から１６日目は成長が止まったため、発芽して成長するとエ

チレンガスは老化の促進をさせる作用が働いた、もしくは、エチレン

ガスの放出量が減少し、成長促進の作用が弱まったと考えられる。

５ 今後の課題　　

　本当にりんごから出るエチレンガスによって成長が促進したのか

を調べるために、袋をできるだけ開けないように水をあげて茎の長

さを調べる必要がある。
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１ はじめに　

　エチレンガスとは植物ホルモンの一種で、エチレンガスの作用とし

て果実の熟成、老化、促進、器官脱離、傷害や病原体に対する防

御、上偏成長、根毛形成などが挙げられる。

　これらの作用の一つである発芽の促進の効果について調べるた

めに、植物の種を植えたプランターにエチレンガスの放出があると

されている果物を置いて実験を行った。

２ 実験方法
＜実験Ⅰ＞りんごから放出されるエチレンガスと

　　　　　成長の関係

(1)６つのプランターにそれぞれ同じ量の土を入れ、葉大根の種を４

粒ずつ４箇所に植える。

(2)プランターにりんごをそれぞれ０個、４分の１個、２分の１個、１

個、２個ずつ入れ、袋で密閉する。

(3)毎日、水をあげ、茎の長さを測り成長速度の実験を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３　実験用具(りんご)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図１（１）の様子　　図２（２）の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図４　実験用具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葉大根の種）

＜実験Ⅱ＞りんごから出るエチレンガスと発芽の関係

　(1)６つのプランターにそれぞれ同じ量の土を入れ、葉大根　　の

種を４粒ずつ３箇所に植える。

　(2)プランターにりんごをそれぞれ０個、４分の１個、２分　　の１

個、１個、２個ずつ入れ、袋で密閉する。

　(3)毎日、水をあげ、茎の長さを測り成長速度の実験を行　　う。

　　

　　　　　　　　　 図６（２）の様子

　

図７（２）の様子

図５ 実験用具
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